
一人前の船頭目指す
球磨川くだり入社式

元々船が好きで地域おこし協力隊に応募した坂東さん

　

球
磨
川
く
だ
り
株
式
会
社
は
船
頭

不
足
を
解
消
す
る
た
め
、
本
市
と
協

働
し
て
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
募
集

し
、
神
奈
川
県
出
身
の
坂ば

ん
ど
う東
祥し

ょ
う
り
ゅ
う龍
さ

ん
を
採
用
し
ま
し
た
。
７
月
１
日
に

同
社
の
入
社
式
が
行
わ
れ
、
同
社
代

表
取
締
役
の
松
岡
市
長
は
「
五
感
を

使
っ
て
操
船
技
術
を
習
得
し
て
ほ
し

い
」
と
激
励
。
坂
東
さ
ん
は
「
お
客

さ
ま
に
球
磨
川
く
だ
り
の
魅
力
を
伝

え
、
笑
顔
に
な
っ
て
も
ら
え
る
よ
う

な
接
客
を
し
た
い
」
と
決
意
を
述
べ

ま
し
た
。

　

坂
東
さ
ん
は
こ
れ
か
ら
接
客
業
務

な
ど
を
覚
え
、
秋
ご
ろ
か
ら
船
頭
の

訓
練
を
始
め
る
予
定
で
す
。

全線復旧に大きな一歩
くま川鉄道管理機構設立

　

一
部
区
間
で
運
休
が
続
く
く
ま
川

鉄
道
は
、
鉄
道
事
業
者
が
運
行
を
担

い
、
自
治
体
が
線
路
や
駅
舎
な
ど
の

施
設
を
維
持
管
理
す
る
「
上
下
分
離

方
式
」
を
導
入
し
、
令
和
７
年
度
の

全
線
復
旧
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

全
線
復
旧
後
に
鉄
道
施
設
の
維
持

管
理
を
行
う
一
般
社
団
法
人
く
ま
川

鉄
道
管
理
機
構
の
設
立
総
会
が
６
月

25
日
に
市
役
所
で
行
わ
れ
、
事
業
計

画
な
ど
各
議
案
を
承
認
。
代
表
理
事

に
は
終
着
駅
が
あ
る
球
磨
郡
湯
前
町

の
長
谷
和
人
町
長
が
選
任
さ
れ
ま
し

た
。
今
後
は
、
く
ま
川
鉄
道
か
ら
の

鉄
道
施
設
の
譲
渡
な
ど
上
下
分
離
方

式
の
準
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

同法人は熊本県と人吉球磨10市町村で構成 人吉を盛り上げたいとなかざわさんは無償で出演

　

青
井
阿
蘇
神
社
を
中
心
に
人
吉
の

に
ぎ
わ
い
づ
く
り
に
取
り
組
む
一
般

社
団
法
人
青
井
の
杜も

り

外
苑
街
づ
く
り

協
会
は
、
７
月
14
日
に
青
井
阿
蘇
神

社
で
「
災
害
復
興
応
援
コ
ン
サ
ー
ト

と
復
活
夜
市
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

夜
市
に
は
人
吉
球
磨
の
飲
食
店
な

ど
の
出
店
が
並
び
、
コ
ン
サ
ー
ト
で

は
人
吉
よ
さ
こ
い
銀ぎ

ん
し
ょ
う
か
い

翔
会
や
人
吉

ひ
ょ
っ
と
こ
笑し

ょ
う
ふ
く
か
い

福
会
な
ど
が
演
舞
で

盛
り
上
げ
、
最
後
に
元
H
2
O
の
な

か
ざ
わ
け
ん
じ
さ
ん
が
出
演
。
名
曲

『
想
い
出
が
い
っ
ぱ
い
』
や
『
笑
え

る
よ
う
に
今
は
泣
こ
う
』
な
ど
14
曲

を
披
露
し
、
優
し
い
歌
声
が
境
内
に

響
き
渡
り
ま
し
た
。

境内にすてきな歌声響く
災害復興応援コンサートと復活夜市

規律ある動きで訓練の成果競う
第13回人吉市消防操法大会

火に見立てた目標に向かって全力疾走する選手

　

放
水
動
作
の
正
確
さ
や
速
さ
を
競

う
第
13
回
人
吉
市
消
防
操
法
大
会

を
、
６
月
30
日
に
ス
ポ
ー
ツ
パ
レ
ス

駐
車
場
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

各
部
の
団
員
は
正
確
な
動
き
で
３

本
の
ホ
ー
ス
を
つ
な
ぎ
、
見
事
な
操

法
を
披
露
し
て
接
戦
の
展
開
に
。
結

果
は
タ
イ
ム
・
規
律
共
に
高
得
点

だ
っ
た
４
分
団
第
３
部
（
上
戸
越
、

下
戸
越
、
鹿
目
）
が
６
年
ぶ
り
の
優

勝
。
指
揮
者
を
担
当
し
た
林
真
吾
さ

ん
は
「
県
大
会
で
は
自
分
が
納
得
で

き
る
操
法
が
で
き
る
よ
う
訓
練
を
頑

張
り
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。
同
部

は
８
月
25
日
に
八
代
市
で
開
催
さ
れ

る
県
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

より住みよいまちを目指して
住みよさランキング2024

　

東
洋
経
済
新
報
社
が
全
国
の
都
市

を
対
象
に
毎
年
公
表
し
て
い
る
「
住

み
よ
さ
ラ
ン
キ
ン
グ
」が
発
表
さ
れ
、

本
市
が
初
め
て
総
合
１
位
に
輝
き
ま

し
た
。
昨
年
度
は
総
合
９
位
。

　

同
ラ
ン
キ
ン
グ
は
安
心
度
、
利
便

度
、
快
適
度
、
富
裕
度
の
４
つ
の
観

点
か
ら
20
の
デ
ー
タ
を
使
っ
て
算

出
。
同
社
に
よ
る
と
、
本
市
は
人
吉

温
泉
や
球
磨
川
く
だ
り
が
で
き
る
自

然
豊
か
な
観
光
資
源
が
あ
り
、
人
口

規
模
に
対
し
て
飲
食
店
が
多
い
と
紹

介
さ
れ
て
い
ま
す
。
市
で
は
、
こ
れ

か
ら
も
市
民
の
皆
さ
ん
に
よ
り
住
み

や
す
さ
を
実
感
し
て
も
ら
え
る
よ
う

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

企業誘致や移住促進に生かすため全国１位をPR

安全に楽しく川で遊ぶには？
川の安全教室

ライフジャケットがあれば川遊びも安心

　

市
や
民
間
事
業
者
、
地
域
住
民
ら

で
つ
く
る
球
磨
川
・
人
吉
地
区
か
わ

ま
ち
づ
く
り
実
行
委
員
会
で
は
、
小

学
５
・
６
年
生
と
そ
の
保
護
者
を
対

象
に
し
た
、
川
の
安
全
教
室
を
７
月

21
日
に
中
川
原
公
園
一
帯
で
開
催
し

ま
し
た
。

　

参
加
者
は
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の

着
用
方
法
や
川
に
落
ち
た
と
き
の
対

処
法
な
ど
を
学
ん
だ
後
、
川
遊
び
体

験
を
開
始
。
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
で

川
に
浮
い
た
り
、
流
れ
る
子
ど
も
を

親
が
ロ
ー
プ
を
投
げ
て
助
け
た
り

と
、
ひ
ん
や
り
と
し
た
水
の
感
覚
を

楽
し
み
な
が
ら
、
川
の
正
し
い
遊
び

方
を
実
践
し
て
い
ま
し
た
。

小学１～６年生９人が古墳の前で踊りを舞った

　

古
代
人
に
扮
し
た
子
ど
も
た
ち

が
「
古
墳
踊
り
」
を
披
露
す
る
大
村

古
墳
ま
つ
り
が
、
７
月
20
日
に
城
本

町
の
大
村
横
穴
群
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
大
村
横
穴
群
は
６
～
７
世
紀
に

造
ら
れ
た
古
墳
で
、
国
指
定
史
跡
。

祭
り
は
城
本
町
内
会
な
ど
で
つ
く
る

実
行
委
員
会
が
、古
代
人
を
し
の
び
、

地
域
の
文
化
遺
産
を
後
世
に
伝
え
よ

う
と
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

先
人
た
ち
を
供
養
し
た
後
、
子
ど

も
た
ち
が
音
楽
に
合
わ
せ
て
厳
か
に

舞
う
「
古
墳
踊
り
」
を
披
露
。
人
吉

西
小
６
年
の
西
村
優
也
君
は
、「
リ

ズ
ム
に
乗
っ
て
う
ま
く
踊
れ
て
よ

か
っ
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

古墳に眠る古代人に思いはせ
第42回大村古墳まつり

土砂災害から命を守ろう！
国土交通省出前講座

　

６
月
の
土
砂
災
害
防
止
月
間
に
伴

い
、
国
土
交
通
省
が
６
月
24
日
に
大

畑
小
で
、
土
砂
災
害
か
ら
命
を
守
る

行
動
や
流
水
型
ダ
ム
の
役
割
な
ど
を

教
え
る
出
前
講
座
を
開
き
ま
し
た
。

同
小
の
全
校
生
徒
56
人
が
受
講
。

　

児
童
は
、
土
砂
災
害
の
種
類
や
発

生
す
る
と
き
の
合
図
、
災
害
か
ら
身

を
守
る
方
法
、
ダ
ム
の
役
割
な
ど
を

模
型
を
使
っ
て
学
習
。
講
座
後
は
、

警
戒
レ
ベ
ル
３
高
齢
者
等
避
難
が
発

令
さ
れ
た
と
想
定
し
避
難
訓
練
を
行

い
ま
し
た
。
６
年
生
の
大
川
琴
葉
さ

ん
は
「
家
族
と
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を

見
て
、
避
難
場
所
や
避
難
経
路
を
確

認
し
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

ダムの仕組みや役割を興味津々に学ぶ児童
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